時 不詳。 ただし 封建時代 II 晩秋。 日没前より 深 

更にいた る。 

所 播州 姫路。 白鷺 城の 天守、 第五 重。 

登場人物 

天守 夫人、 富 姫。 (打 見 は 二十 七 八) 岩 代 国 

猪 苗代、 亀の 城、 亀 姫。 (二十ば かり) 姫 川 

図書 之 助。 (わかき 鷹匠) 小 田 原 修理。 山 

隅 九 平。 (ともに 姫路 城主 武田播 磨 守 家臣) 

十文字 ケ原、 朱の 盤坊。 茅野ケ 原の 舌 長姥。 

(ともに 亀 姫の 眷属) 近 江 之丞桃 六。 (工人) 

桔梗。 萩。 葛。 女郎花。 撫子。 (いずれも 



富 姫の 侍女) 薄。 (おなじく 奥 女中) 女の 童、 

禿、 五 人。 武士、 討 手、 大勢。 



薄 静 になさい よ、 お 掃除が 済んだ ばかり だから。 

女 童 二 あの、 釣 を 見ましょう ね。 

女 童 三 そうね。 

いたいけ に 頷 きあい つ つ、 侍女 等の 中に、 はら は 

まじ 

らと袖 を 交う。 

あたり みまわ 

薄 (四辺 を朐 す) これ は、 まあ、 まことに、 いい 見 

晴し でございますね。 

いな わしろ 

葛 あの、 猪 苗代のお 姫様が お遊びに おいでで ござい 

ます 力ら 

桔梗 お 鬱陶し かろうと 思いまして。 それに は、 申 分 

の ございま せんお 日和で ござ いますし、 遠山 はもう、 



け 遊ばして、 いくら 間が あると 申した つて、 串戯で 

はありません。 

撫子 いえ、 魚 を 釣る ので は ございません。 

おまえ い 

桔梗 旦那 様の 御前に、 ちょうど 活ける のが ございま 

せんから、 皆で 取って 差 上げようと 存じまして、 花 

を …… あの、 秋草 を 釣ります ので ございま すよ。 

薄 花 を、 秋草 をえ。 はて、 これ は 珍しい こと を 承り 

ます。 そして 何 かい、 釣れます かえ。 

女 童の 一人の 肩に、 袖で つかまって 差^く。 

桔梗 ええ、 釣れます とも、 もっとも、 新発明で ござ 

レます 



薄 高慢な こと をお 言いで ない。 —— が、 つきまして 

は、 念のために 伺います が、 お用いに なります。 … 

えさ 

…餌の 儀で ござんす がね。 

撫子 はい、 それ は 白露で ございま すわ。 

葛 千草 八千草 秋草が、 それ は それ は、 今頃 は、 露 を 

沢山 欲しがる ので ございま すよ。 刻限 も 七つ 時、 ま 

だ 夕 露 も 夜露 もない ので ございます もの。 (隣 を視 

る) 御覧なさい まし、 女郎花さん は、 もう、 あんな 

にお 釣りなさい ました。 

薄 ああ、 ほんに ねえ。 まったく 草花が 釣れる となれ 

ば、 さて、 これ は静 にして 拝見 をいた しましょう。 



釣 をす るのに 饒舌って は 悪い と 云う から。 …… 一番 

だまって おとなしい 女郎花さん がよく 釣った、 争わ 

れな いもの じ やない かね。 

女郎花 いいえ、 お 魚と は 違います から、 声 を 出して 

も、 唄いましても 構いません。 —— ただ、 風が 騒ぐ 

と P 可ません わ。 …… 餌の 露が、 ばらばら こぼれて 

しまい ますから。 ああ、 釣れました。 

薄 お 見事。 

と 云う 時、 女郎花、 棹ながら くるくると 枠 を卷戻 

きた 

す、 糸に つれて 秋草、 欄干に 上り 来る。 さきに 

かたわら 

傍 に 置きた る 花と ともに、 女 童の 手に 渡す。 



桔梗 釣れました。 (おなじく 糸 を 巻 戻す。) 

萩 あれ、 私 も …… 

こちょう むれ 

花に つれて、 黄と、 白、 紫の 胡蝶の 群、 ひらひら 

と 舞 上る。 

葛 それ それ 私 も —— まあ、 しおら しい。 

薄 桔梗さん、 棹 をお 貸しな、 私 も 釣ろう、 まことに 

感心、 おつ だ ことね え。 

女郎花 お待ち 遊ばせ、 大層 風が 出て 参りました、 餌 

が 糸に とま リま すま い。 

薄 意地の 悪い、 急に 激しい風 になった よ。 

うちぐ る わ 

萩 ああ、 内 廓の 秋草が、 美しい 波 を 打ちます。 



ひとし ら い 

蝶の 群、 斉く飛 連れて あたりに 舞う。 雷 やや 聞 ゆ。 

きた 

雨 来る。 

かくよう 

薄 (薄暗き 中に) 御覧、 両眼 赫燔 と、 牙 も 動く よう 

に 見える Y ,1 と。 

桔梗 花 も 胡蝶 もお 気に入って、 お 嬉し いんで ござい 

ましょう。 

せんでん うち つ こちょう かしこ 

時に 閃電 す。 光の 裡を、 衝と 流れて、 胡蝶の 彼処 

に 流る る処、 ほとんど 天井 を 貫きた る 高き 天守の 

棟に 通ず る 階 子。 I 侍女 等、 飛ぶ 蝶の 行方に つ 

れて、 ともに 其方に 目 を 注ぐ。 

おくさま 

女郎花 あれ、 夫人が お帰りで ございま すよ。 



ちと 

はら はらと その 壇の 許に、 振袖、 詰 袖、 揃って 手 

きぬ つま もすそ 

をつ く。 階 子の 上より、 まず 水色の 衣の 棲、 裳 を 

みの かつ たけ 

引く。 すぐに 蓑 を 被ぎ たる 姿見 ゆ。 長な す 黒髪、 

おもて おお 

片手に 竹 笠、 半ば 面を蔽 いたる、 美しく 気高き 

きじょ 

貴女、 天守 夫人、 富 姫。 

夫人 (その 姿に 舞い 鎚る 蝶々 の 三つ 二つ を、 蓑 を 開 

いて 片 袖に 受く) 出迎え かい、 御苦労 だね。 (蝶に 云 

う。) 

_ —— お帰り 遊ばせ、 —— お帰り 遊ばせ —— 侍女 等、 

口々 に言迎 う。 

のわき である 

夫人 時々、 ふいと 気 まかせに、 野 分の ような 出歩 行 



きを、 

ハタと 竹 笠 を 落す。 女郎花、 これ を 受け取る。 貴 

女の 面、 凄き ばかり 白く 藤 長け たり。 

露 も 散らさぬ お前た ち、 花の 姿に 気の毒 だね。 (下 

もすそ 

リ かかりて 壇に 弱腰、 廊下に 裳。) 

薄 勿体ない こと を 御意 遊ばす。 —— まあ、 お前 様、 

あんな もの を 召しまして。 

夫人 似合った かい。 

ごぜんさま や 

薄 なお その上に、 御前 様、 お痩せ 遊ばして おがまれ 

ます。 柳よりも お 優しい、 すらすらと 雨の 刈萱 を、 

お 被け 遊ばした ように ござります。 



夫人 噓 ばっかり。 小山 田の、 案山子に 借りて 来たの 

だもの を。 

あなた しろがね 

薄 いいえ、 それでも 貴女が めします と、 玉、 白銀、 

ゆるぎ よろい 

揺の 糸の、 鎧の ように もお がまれ ます。 

ほ 

夫人 賞め られ てち つと 重くな つた。 (蓑 を 脱ぐ) 取つ 

ておくれ。 

撫子、 立ち、 うけて 欄干に ひらりと 掛く。 

蝶の 数、 その 蓑に 翼 を 憩う。 …… 夫人、 獅子頭に 

しとね きょうそく 

会釈しつつ、 座に、 褥に 着く。 脇息。 

侍女た ちかしず く。 

くた び 

少し 草臥れ ましたよ。 …… お 亀 様 はま だお 見えで は 



ように、 うようよ 集って、 あぶ あぶして、 あやい 笠 

が 泳ぐ やら、 陣羽織が 流れる やら。 大小 を さした も 

のが、 ちっと は 雨に も 濡れた が ゆい。 慌てる 紋は 

あぶく のば かま すそ はしょ きゅう 

泡沫の よう。 野 袴の 裾 を 端折って、 灸の あと を 出 

ほほえ あわつぶ 

すの が ある。 おお、 おかしい。 (微笑む) 粟粒 を 一 つ 

二つと 算 えて 拾う 雀で も、 俄雨に は容 子が 可い。 

五百石、 三百 石、 千 石 一人で 食む ものが、 その 笑止 

さと 言って はない。 おかしい やら、 気の毒 やら、 ね 

え、 お前。 

薄 はい。 

むらさぎ みね は かけいね たて 

夫人 私 はね、 群鷺ケ 峰の 山の端に、 掛 稲を楣 にして、 



もどりみち なが 

戻 道で、 そっと 立って 視め ていた。 そこに は 昼の 

月が あって、 雁金の ように (その 水色の 袖 を 圧う) 

その 袖に 影が 映った。 影が、 結んだ 玉ず さの ように 

も 見えた。 —— 夜叉 ケ 池のお 雪 様 は、 激 いなかに 

ゆか くろくも おのえ るリ 

お 床しい、 野 は その 黒雲、 尾 上 は 瑠璃、 皆、 あの方 

のお 計らい。 それでも 鷹 狩の 足 も 腰 も 留めさせずに、 

大風と 大雨で、 城まで 追 返して おくれの 約束。 鷹 狩 

たちが 遠くから、 松 を 離れて、 その 曠野 を、 黒雲の 

走る 下に、 泥 川の ように 流れて くるに 従って、 追手 

よこしぶ き むらさめ さ つ 

の 風の 横 吹。 私が 見て いた あたりへ も、 一村 雨颯 

とかかった から、 歌 も 読まずに 蓑 を かりて、 案山子 



とんぼ ほおずき 

の 笠 を さして 来ました。 ああ、 そこの 蜻蛉と 鬼 灯た 

こども 

ち、 小児に 持た して 後 ほどに 返しましょう。 

薄 何の、 それに は 及びます まいと 存じます。 

なおざり 

夫人 いえいえ、 農家の もの は 大切 だから、 等閑に は 

なりません。 

かしこま 

薄 その 儀 は 畏 リ ました。 お前 様、 まあ、 それより 

も、 おめし かえ を 遊ばし まし、 おめしものが 濡れ ま 

して、 お 気味が 悪う ござりましょう。 

夫人 おかげで 濡れ はしなかった。 気味の 悪い 事 もな 

いけれ ど、 隔てぬ 中の 女 同士 も、 お 亀 様に、 このま 

まで は 失礼だろう。 (立つ) 着換えましょう か。 



こおけ のぞ 

小 桶 を 小脇に、 柱 を めぐりて、 内を視 き、 女 童の 

た わむ み 

戯 るる を視っ つ 破顔して 笑う 

朱の 盤 かちかち かちかち。 

かみな ちかづ つら 

歯を嚙 鳴らす 音 を さす。 女 童 等、 走り 近く 時、 面 

を 差 寄せ、 大口 開く。 

ほ おど 

もおう！ (獣の 吠 ゆる 真似して 威す。) 

女董 一 ゆ 厭な、 小父さん。 

女 童 二 可 恐く はありません よ。 

朱の 盤 だ だ だ だ だ。 (濁れる 笑) いや、 さすが は 姫 

かむ ろ へんげ ごころ 

路ぉ 天守の、 富 姫 御前の 禿 たち、 変化 心 備わ つ て、 

奥州 第一 の赭 面に、 びくと もせぬ は 我 折れ 申す。 I 



あらた うちかた 

I さて、 更 めて 内方へ、 もの も、 案内 を 頼み ましよ 

う。 

女 童 三 屋根から 入った 小父さん はえ？ 

朱の 盤 これ はまた 御 挨拶 だ。 ただ、 猪 苗代から 参つ 

たと、 ささ、 取次、 取次。 

女 童 一 知らん。 

女 童 三 ベい い。 (赤べ ろす る。) 

朱の 盤 これ は、 いかな 事 —— (立直る。 大 音に) も 

の も 案内。 

薄 どうれ。 (壁より 出迎 う) いずれから。 

朱の 盤 これ は 岩 代 国会 津郡 十文字 ケ原青 五輪の あた 



まかり あ せんだつ いんでんかん 

りに 罷 在る、 奥州 変化の 先達、 允 殿 館の あるじ 朱の 

盤坊で ござる。 すなわち 猪 苗代の 城、 亀 姫君の 御供 

まかりで 

をいた し罷 出ました。 当お 天守 富 姫様へ 御 取次 を 願 

いたい。 

ひい さま 

薄 お供 御苦労に 存じ 上げます。 あなた、 お 姫様 は。 

朱の 盤 (真 仰向けに 承麈を 仰ぐ) 屋の 棟に、 すでに 

輿 をば お控えな さるる。 

うちかた 

薄 夫人 も、 お 待 兼ねで ございます。 

たた ひと 

手を敲 く。 音に つれて、 侍女 三人 出づ。 斉しく 手 

をつ く。 

おし 、- 

早 や、 御 入らせ 下さり ませ。 



かご わき こなた まち 

朱の 盤 (空へ 云う) 輿 傍へ 申す。 此方に もお 待う け 

じ や。 II 姫君、 これへ お入りの よう、 舌 長姥、 取 

次がつ せえ。 

はしご まっさき きりかむ ろ 

階 子の 上より、 真 先に、 切 禿の 女 童、 うつくしき 

てまり 

手 鞠 を 両袖に 捧げて 出づ。 

うちがけ たかまげ 

亀 姫、 振袖、 禰襠、 文 金の 高鬍、 扇子 を 手に す。 

まもりがたな おさ 

また 女 童、 うしろに 守 刀を捧 ぐ。 あと 圧え に 舌 

ねりぎぬ あ あか はかま 

長姥、 古びて 黄ばめる 練 衣、 褪せた る 紅の 袴に て 

きた 

従い 来る。 

天守 夫人、 侍女 を 従え 出で、 設けの 座に 着く。 

ひい さま 

薄 (そと 亀 姫 を 仰ぐ) お 姫様。 



出む かえた る 侍女 等、 皆 ひれ 伏す。 

象 姬 あ 許し 

しとやかに 通り 座に つく。 と、 夫人と 面 を 合す 

とともに、 双方より ひたと 褥の膝 を 寄す。 

夫人 (親しげ に 微笑む) お 亀 様。 

あねえ さま 

亀 姫 お 姉 様、 おなつか しい。 

夫人 私 もお 可 懐い。 —— 

I (間。) 

おくさま ながぎ せる たばこ 

女郎花 夫人。 (と 長 煙管に て 煙草 を 棒ぐ。) 

夫人 (取って 吸う。 そのまま 吸口 を 姫に 渡す) この 

頃 は、 めしあがる そうだね。 



亀 姫 ええ、 どちらも。 (うけて、 その 煙草 を 吸いつつ 

左の 手に て 杯の 真似 をす。) 

うちえ 

夫人 困りました ねえ。 (また 打 笑む。) 

亀 姫 ほほ ほ、 貴女 を 旦那 様に はいたす まいし。 

夫人 憎らしい 口 だ。 よく、 それで、 猪 苗代から、 こ 

の姫路 まで —— 道中 五百里 はあろう ねえ、 …… お 年 

寄。 

舌長姥 御意に ござります。 …… 海 も 山 もさし わたし 

に、 風で お運び 遊ばす ゆえに、 半日 路には 足り ませ 

しゅくじ ゆく ひろ 

ぬが、 宿 々 を 歩い ましたら、 五百里 …… されば 五 

百 三十 里、 も そっと も ござりましょう ぞ。 



夫人 ああね。 (亀 姫に) よく、 それで、 手 鞠 をつ きに、 

わざわざ ここまで おいで だね。 

あねえ さま かわゆ 

亀 姫 でございますから、 お 姉 様 は、 私が お 可愛う ご 

ざいましょう。 

夫人 いいえ、 お 憎らしい。 

亀 姫 御 勝手。 (扇子 を 落す。) 

夫人 やっぱりお 可愛い。 (その 背を揿 き、 見返して、 

姫に 附 添える 女 童に) どれ、 お見せ。 (手 鞠 を 取る) 

まあ、 綺麗な、 私に も 持って来て 下されば 可い もの 

を。 

朱の 盤 はは ッ。 (その 白 布の 包 を 出し) 姫君より、 貴 



女 様へ、 お 心 入れの 土産が これに。 申す は、 差 出が 

おぼしめ 

ましゅう ござる なれ ど、 これ は 格別、 奥方 様の 思 召 

しにかない ましょう。 …何と、 姫君。 (色 を 伺う。) 

亀 姫 ああ、 お開き。 お 姉 様の 許 だから、 遠慮 はない。 

夫人 それ は それ は、 お 嬉しい。 が、 お 亀 様 は 人が 悪 

ばんだいさん こくうぞう ひとだま 

い、 中 は磐梯 山の 峰の 煙 か、 虚空蔵の 人魂で はない 

ゝ、 o 

力 レ 

亀艰 似た もの。 ほほ ほほ ほ。 

夫人 要りません、 そんな もの。 

亀 姫 上げません。 

朱の 盤 いやまず、 (手 を 挙げて 制す) おなかが よくて 



お争い、 お 言葉の 花が 蝶の ように 飛びまして、 お 美 

しい 事で ござる。 …… さて、 此方より 申す 儀で はな 

けれども、 奥方 様、 この 品ば かり はお 可 厭で は ござ 

る ま い。 

包 を 開く、 首 桶。 中より、 色白き 男の 生首 を 出し 

つか 

もと どり を摑ん で、 ず うんと 据ぅ。 

ヌち ようま. う ゅリ こま つゆ 

や、 不 重宝、 途中 揺 溢いて、 これ は 汁が 出ました。 

(その 首、 血 だらけ) これ、 姥殿、 姥殿。 

舌長姥 あい あい、 あい あい。 

うろこ すずき ひれ 

朱の 盤 御 進物が 汚れた わ。 鱗 の 落ちた 鱸 の 鰭 を 真 

水で 洗う、 手の 悪い 魚 売人に は 似 たれ ども、 その 儀 



こなた ひとぬ ぐ 

では 決してない。 姥殿、 此方、 一 拭い、 清めた 上で 

進ぜまい かの。 

つ おもて きつ み 

夫人 (煙管 を 手に 支き、 面 正しく 屹と視 て) 気遣い 

に は 及びません、 血 だらけな は、 なおお いしかろう。 

あつ もの はきだめ 

舌長姥 こぼれた 羹 は、 埃 溜の 汁で ござる わの、 お 

塩梅に は 寄り ませぬ。 汚穢 や、 見た目に、 汚穢 や。 

あか はかま いざ 

どれどれ 掃除して 参らしょう ぞ。 (紅の 袴 にて 膝行 

しわで おさ しらが さば 

リ 出で、 桶 を 皺 手に ひしと 圧え、 白髪 を、 ざっと 捌 

き、 染めた る 歯 を 角に 開け、 三尺ば かりの 長き 舌に 

て 生首の 顔の 血 をな める) 汚穢 や、 (ベろ ベろ) 汚穢 

う ま 

やの。 (ベろ ベろ) 汚穢 やの、 汚穢 やの、 ああ、 甘味 



やの、 汚穢 やの、 ああ、 汚穢 いぞの、 やれ、 甘味い 

ぞ のう。 

朱の 盤 ( 慌 しく 遮る) や あ、 姥 さん、 歯 を 当て ま 

い、 御馳走が 減り はせ ぬか。 

えもん 

舌長姥 何のい の。 (ぐったりと 衣紋 を 抜く) 取る 年 

おそろ たくあん 

の 可 恐し さ、 近頃 は 歯が 悪うて、 人間の 首 や、 沢庵 

しつ ぼ のど 

の 尻尾 はの、 かく やにせ ねば 咽喉へ は 通らぬ。 その 

ままの 形で は、 金 花 糖の 鯛で さえ、 横 嚙リに はなら 

ha Mr, 「一 /。 

朱の 盤 後生ら しい 事 を 言うまい、 彼岸 は 過ぎた ぞ。 

—— いや、 奥方 様、 この 姥が 件 の 舌に て 舐めます る 



と、 鳥獣 も 人間 も、 とろとろと 消えて 骨ば かりにな 

ります わ。 …… そ りやこ そ、 申さぬ ことで はな かつ 

ま 

た。 お土産の 顔つきが、 時の 間に、 細長うな り まし 

あやまち 

た。 なれ ども、 過失の 功名、 死んで 変り ました 人相 

めんてい 

が、 かえって、 もとの 面体に 戻りました。 …… 姫君 

も 御覧 ぜ い。 

亀 姫 (扇子 を 顔に、 透かし 見る) ああ、 ほんに な あ。 

侍女 等 一 同、 瞬き もせず 熟と 視る。 誰も 一 口 食べ 

たそう。 

薄 お前 様 —— あの、 皆さん も 御覧なさい まし、 亀 姫 

様お 持たせの この 首 は、 もし、 この 姫路の 城の 殿様 



の 顔に、 よく 似て いるで は ござんせ ぬか。 

ほん 

桔梗 真に、 瓜二つで ございま すねえ。 

うちうな ず 

夫人 (打 頷く) お 亀 様、 このお 土産 は、 これ は、 た 

し 力 

ひさし しろ 

亀 姫 はい、 私が 廂を 貸す、 猪 苗代 亀ケ 城の 主、 武田 

衛門之 介の 首で ございま すよ。 

夫人 まあ、 貴女" (間) 私の ために、 そんな 事 を。 

亀 姫 構いません、 それに、 私が いたした と は、 誰も 

知り はしません もの。 私が 城 を 出ます 時 はね、 まだ 

この 衛門之 介 はお 妾の 膝に 凭掛 つて、 酒 を 飲んで 

おりました。 お 大名の 癖に 意地が 汚く つてね、 鯉 汁 



を 一 口に 食べます とね、 魚の 腸 に 針が あって、 そ 

れが、 咽喉へ ささって、 それで 亡くなる ので ござい 

ますから、 今頃ち ようど その お膳が 出た ぐら い で) J 

ざいます よ。 (ふと 驚く。 扇子 を 落す) まあ、 うつか 

リ して、 この 咽喉に 針が ある。 (もと どり を 取って 

あねえ さま 

上ぐ) 大変な こと をした、 お 姉 様に 刺さったら どう 

しょう。 

夫人 しばらく！ 折角、 あなたの お土産 を、 いま、 

それ をお 抜き だと、 衛門之 介 も 針が 抜けて、 蘇 返つ 

てし まいましょう。 

朱の 盤 いかさまな。 



夫人 私が 気をつけます。 可う ござんす。 (扇子 を 添 

えて 首 を 受取る) お前た ち、 瓜 を 二つ は 知れた こと 

この 人 はね、 この 姫路の 城の 主、 播磨 守と は、 血 を 

分けた 兄弟よ。 

侍女 等 目と 目 を 見合わす。 

ちょっと、 獅子に お供え 申そう。 

きば 

みずから、 獅子頭の 前に 供う。 獅子、 その 牙 を 開 

き、 首 を 呑む。 首、 その 口に 隠る。 

じつ み あねえ さま うらやま 

亀 姫 (熟と 視る) お 姉 様、 お 羨し い。 

夫人 え。 

亀 姫 旦那 様が、 おいで 遊ばす。 



間。 II 夫人、 姫と 顔 を 合す、 互に 莞爾 とす。 

まこと 

夫人 噓が 真に。 …… お 互に …… 

亀 姫 何の 不足 はない けれど、 

ほし 

夫人 こんな 男が 欲い ねえ。 —— ああ、 男と 云えば、 

お 亀 様、 あなたに 見せる ものが ある。 —— 桔梗さん。 

桔梗 はい。 

夫人 あれ を、 ちょ つ と。 

桔梗 畏まりました。 (立つ。) 

朱の 盤 (不意に) や、 姥殿、 獅子のお 頭に 見惚れ ま 

びろう 

い。 尾籠 千万。 

舌長姥 (時に、 うしろ 向きに 乗 出して、 獅子頭 を視 



としょり やかた 

めつつ あり) 老人 じ や、 当 館 奥方 様 も 御 許され。 見 

惚れる に 無理 はな いわいの。 

しさ い 

朱の 盤 いやさ、 見惚れる に 仔細 はない が、 姥殿、 姥 

殿 は そこに 居て 舌が 届く。 (苦笑す。) 

おお 

舌長姥 思わず 正面に その ロを蔽 う。 侍女 等 忍び や 

かに 皆 笑う。 桔梗、 鍬 形 打った る 五 枚 綴、 金の 

たつが しら かぶと 

竜頭 の 兜 を 捧げて 出づ。 夫人と 亀 姫の 前に 置く。 

夫人 貴女、 この 兜 はね、 この 城の、 播磨 守が、 先祖 

おくぐら じょう 

代々 の 家の 宝で、 十七の 奥 蔵に、 五 枚 綴に 九 ッの錠 

おろ 

を 下して、 大切に 秘蔵 をして おります の をね、 今日 

お見えの 嬉し さに、 実は、 貴女に 上げましょうと 思 つ 



おこ ころい り 

て 取 出して おきました。 けれども、 御 心 入の 貴女の 

お土産で、 私の はお 恥し くな りました。 それ だから、 

ただ 思った だけの、 申 訳に、 お 目に 掛けます ばかり。 

亀 姫 いいえ、 結構、 まあ、 お 目覚しい。 

夫人 差 上げません。 第一、 あとで 気がつきます とね、 

しまいこ らん じ や かお リ 

久しく 蔵 込んで あって、 かび臭い。 蘭 麝の薫 も 何 

にもし ません。 大阪 城の 落ちた 時の、 木 村長 門 守の 

い かちいくさ 

思 切った ような の だと 可い けれど、 …… 勝 戦のう 

あまやどり 

しろの 方で、 矢玉の 雨 宿 をして いた、 ぬく いのらし 

い。 御覧なさい。 

亀 姫 (鉢 金の 輝く 裏 を 返す) ほんに、 討死 をした 兜 



この 天守から 美しい 声が 響く と、 また 立 騒いで お 

うるさ 

頁、 o 

亀 姫の かしずき たち、 皆 立ち かかる。 

いや、 御先 達、 お 山伏 は、 女た ちと ここで J 献ぉ汲 

みがよ いよ。 

朱の 盤 吉祥天 女、 御 功徳で ござる。 (肱 を 張って 

こうとう 

叩頭す。 ) 

亀 姫 ああ、 姥、 お前 も 大事ない、 ここに 居て お 相伴 

あねえ さま わがまま 

をし や。 —— お 姉 様に、 私から 我儘 をし ますから。 

夫人 もっとも さ。 

舌長姥 もし、 通 草、 山ぐ み、 山葡萄、 手造りの 猿の 



もろはく 

酒、 山 蜂の 蜜、 蟻の 甘露、 諸 白 も ござります、 が、 

お 二人 様のお 手 鞠 は、 唄 を 聞きます ばか リ でも 寿命 

よく 

の 薬と 承る。 かように 年を取り ますと、 慾 も、 得 も、 

なが い き 

はは、 覚え ませぬ。 ただもう、 長生が しとう ござり 

ましてのう。 

朱の 盤 や、 姥殿、 その上の また 慾が あるかい。 

みち な 

舌長姥 憎まれ 山伏、 これ、 帰り 途に 舐められ さっし や 

るな。 (とべろ りと 舌。) 

朱の 盤 (頭 を 抱う) わ あ、 助けて くれ、 角が 縮まる。 

侍女た ち 笑う。 

舌長姥 さ、 お供 をいた しまし ようの。 



め わらわ ゆ 

夫人 を 先に、 亀 姫、 薄と 女の 童 等、 皆 行く。 五 人 

の 侍女と 朱の 盤 あり。 

桔梗 お 先達、 さあさあ、 お寛ぎなさい まし。 

朱の 盤 寛がいで 何とす る。 や あ、 えいと な。 

萩 もし、 面白い お 話 を 聞かして 下さい ましな。 

朱の 盤 聞かさいで 何とす る。 (扇 を笏 に) それ、 山 

ときん 

伏と 言つ ぱ 山伏な り。 兜 巾と 云つ ぱ兜 巾な り。 お 腰 

やみよ 

元と 言つ ぱ 美人な り。 恋路と 言つ ば 闇夜な り。 野道 

やまみち いと それがし 

山路 厭いな く、 修行 積んだ る 某 が、 この いら 高の 

数珠に 掛け、 いで 一 祈り 祈るならば、 など か 利 験の 

しょ ラぶ 

なかるべき。 橋の 下の 菖蒲 は、 誰が 植えた 菖蒲 ぞ、 



侍女 等 わざと はら はらと 逃ぐ、 朱の 盤 五 人 を 追 廻 

ぼろ ぼん ぼろ ぼん、 ぼろ ぼん ぼろ ぼん。 (やがて 侍 

女に 突かれて 樘と 倒る) など か 利 験の なかるべき。 

葛 利 験 は ござんしょう けれどな、 そんな 話 は 面白う 

ござんせ ぬ。 

朱の 盤 (首 を 振って) ぼろ ぼん、 ぼろ ぼん。 

鞠 唄 聞 ゆ。 

わ し あね 

—— 私が 姉さん 三人 ござる、 一 人 姉さん 鼓が 上手 _ 

一 人 姉さん 太鼓が 上手。 



したや 

いっちよ いのが 下 谷 J 

下 谷 一 番達 しゃで ござる。 一 一両で 帯 買うて、 

三両で 括け て、 括け め 括け めに 七 総 さげて、 

折りめ 折りめ に、 いろはと 書いて。 —— 

葛 さあ、 お 先達、 よしの 葉の、 よい 女郎 衆で は ござ 

んせ ぬが、 参って お 酌。 (扇 を 開く。) 

朱の 盤 ぼろ ぼん ぼろ ぼん。 (同じく 扇子に うく) お 

ととと と、 ちょうど あるち ようど ある。 いで、 お 肴 

を 所望しょう。 …… など か 利 験の なかるべき。 

桔梗 その 利 験なら ござんしょう。 女郎花さん、 撫子 

さん、 ちょっと、 お立ちなさい まし。 



両女 立つ。 

する 力 

ここ を ど こぞと、 もし 人 問わば、 ここ は駿河 

の 

なさけ き じ 

府中の 宿よ、 人に 情を掛 川の 宿よ。 雉子の 

めんどり 

雌鳥 

ほろ りと 落いて、 打ちき せて、 しめて、 しょ 

のしよ の 

やる せ 

いとしよ の、 そぞ ろい としゅうて、 遣 瀬な や- 

朱の 盤 やん ややん や。 

女郎花 今度 はお 先達、 さあ。 

葛 貴方が お立ちなさい まし。 



こなた おもい 

朱の 盤 ぼろ ぼん、 ぼろ ぼん。 此方 衆 思 ざし を受 きょ 

うならば。 

侍女 五 人 扇子 を 開く、 朱の 盤 杯 を 一 順す。 すな わ 

ち 立つ。 腰なる 太刀 を すらりと 抜き、 以前の 兜 を 

き つ さき つ かざ たかず ね 

切 先に かけて、 衝と 天井に 翳し、 高 脛に 拍子 を 踏 

んで —— 

かせん けんげき 

戈艇 剣戟 を 降らす こと 電光の 如くな り。 

ばんじゃく いわお 

盤石 巌を 飛ばす こと 春の 雨に 相 同じ。 

然り とはいえ ども、 天帝の 身に は 近づかで、 

修羅 かれが ために 破らる。 

もろ ごえ 

—— お立ち —— 、 (陰より 諸 声。) 



手早く 太刀 を 納め、 兜 を もとに 直す、 一同つ い 居 

る。 

あねえ さま 

亀 姫 お 姉 様、 今度 は 貴方が、 私へ。 

夫人 はい。 

舌長姥 お 早々 と。 

うなす はる 力 

夫人 (頷きつつ、 連れて 廻廊に かかる。 目の 下遥 

に瞰 下す) ああ、 鷹 狩が 帰って来た。 

さ つき 

亀 姫 (ともに、 瞰 下す) 先刻 私が 参る 時 は、 蟻の よ 

うな 行列が、 その 鉄砲で、 松 並木 を 走って いました。 

ああ、 首に 似た 殿様が、 馬に 乗って 反 返って、 威張つ 

て、 本丸へ 入って 来ます ね。 



夫人 播磨守 さ。 

亀 姫 まあ、 翼の、 白い 羽の 雪の ような、 いい 鷹 を 持つ 

ている よ。 

夫人 おお。 (軽く 胸 を 打つ) 貴女。 (間) あの 鷹 を 取つ 

て 上げましょう ね。 

亀 姫 まあ、 どうして あれ を。 

夫人 見て おいで、、 それ は姫路 の、 富 だもの。 

みの こちょう 

蓑 を 取って 肩に 装う、 美しき 胡蝶の 群、 ひとしく 

蓑に 舞う。 颯と 翼 を 開く 風情す。 

それ、 人間の 目に は、 羽衣 を 被た 鶴に 見える。 

ひらりと 落す 特、 一 羽の 白 鷹 颯と 飛んで 天守に 上 



る を、 手に 捕う。 

—— わつ と 云う 声、 地より 響く —— - 

あねえ さま 

亀 姫 お 涼しい、 お 姉 様。 

夫人 この 鷹なら ば、 鞠 を 投げても とりましょう。 I 

たんと 

I 沢山お 遊びなさい まし。 

いだ まつ さき 

亀 姫 あい。 (嬉しげ に 袖に 抱く。 そのまま、 真 先に 

階 子 を 上る。 二三 段、 と 振 返りて、 衝と鷹 を 雪の 手 

に据 うる や 否や) 虫が 来た。 

云う とともに、 袖 を 払って 一筋の 征矢 を カラ リと 

うち 

落す。 矢 は 鷹 狩の 中より 射掛けた るな り。 

ひと ひね 

夫人 (斉しく ともに) む。 (と 肩 を かわし、 身 を 捻つ 



そが い おもて ひとすじ 

て 背 向になる、 舞台に 面 を 返す 時、 口に 一 条の 征矢、 

手に また 一 条の矢 を 取る。 下より 射た る を 受けた る 

なり) 推参な。 

—— たちまち 鉄砲の 音、 あまたた び —— 

薄 それ、 皆さん。 

侍女 等、 身 を 垣に す。 

しっか か ぼ 

朱の 盤 姥殿、 確り。 (姫 を 庇うて 大手 を 開く。) 

き 臣 JXJIt よ ヽ 、 ヽ o 

夫人 (打 笑む) ほほ ほ、 皆が 花火線香 をお 焚き I 

そうすると、 鉄砲の 火で、 この 天守が 燃える と 思つ 

て、 吃驚して 打た なくなる から。 



ともしび み きちょう 

やがて 燈 の 影を視 て、 やや 驚く。 ついで 几帳 を 

認む。 彼が 火るべき 方に 几帳 を 立つ。 図書 は 

ちゅうちょ ひとみ 

躊躇の 後 決然と して 進む。 瞳 を 定めて、 夫人の 

姿を認 む。 剣 夾に手 を 掛け、 気構えた るが、 じり 

じりと 退る。 

夫人 (間) 誰。 

つ それがし 

図書 はつ。 (と 思わず 膝 を 支く) 某。 

おもて 

夫人 ( 面 のみ 振 向く、 —— 無言。 ) 

図書 私 は、 当 城の 大 守に 仕うる、 武士の 一 人で ご 

ざいます。 

夫人 何し に 見えた。 



私 は 武士の 切腹 は 嫌いだから。 しかし、 思い 掛 なく、 

い のち 

お前の 生命 を 助けました。 …… 悪い 事で はない。 今 

夜 はいい 夜 だ。 それで はお 帰り。 

図書 姫君。 

夫人 まだ、 居ます か。 

図書 は、 恐 入った る 次第で は ございま すが、 御 姿 を 

見ました 事 を、 主人に 申まして 差支え は ございませ 

ンゝ o 

んカ 

夫人 確に お言いなさい まし。 留守で なければ、 い 

つで も 居る から。 

図書 武士の 面目に 存じます 御免。 



す、 トタンに 大入道 さし 視 きざまに 雪洞 を ふっと 

みがまえ 

消す。 図書 身 構す。 大入道、 大手 を 拡げて その 

前途 を 遮る。 

鐘の音。 

リ リ いでたち なぎなた 

侍女 等、 凜々 しき 扮装、 楊 幕より、 懐剣、 薙刀 を 

構えて 出づ。 図書 扇子 を 抜 持ち、 大入道 を 払い、 

懐剣に 身を躱 し、 薙刀と 丁と 合わす。 かくて 一 

き つ 

同 を 追 込み、 揚幕 際に 扇 を 揚げ、 屹と 天守 を 仰ぐ。 

鐘の音。 

夫人、 従容と して 座に 返る。 図書、 手探りつ つも 

との 切 穴 を 捜る。 (間) その 切 穴に 没す。 しばら 



くして 舞台なる 以前の 階 子の 口より 出づ。 猶予 わ 

ず 夫人に 近づき、 手 をつ く。 

夫人 (先んじて 声を掛 く。 穏 に) また 見えた か。 

図書 はつ、 夜陰と 申し、 再度 御 左右 を 騒がせ、 まこ 

とに 恐 入りました。 

夫人 何し に 来ました。 

とぴ 

図書 御 天守の 三階 中 壇まで 戻ります と、 鳶 ばかり 

おおき のぶす ま おおこうもり 

大 さの、 野 衾 かと 存じます、 大蝙蝠の 黒い 翼に、 

ともし ぴ あお 

燈 を 煽ぎ 消されまして、 いかにと も、 進退 度 を 失 

いました により、 灯 を 頂きに 参りました。 

夫人 ただ それだけの 事に。 …… 二度と おいでで ない 



と 申した、 私の 言葉 を 忘れました か。 

かたわれ づき 

図書 針ば か リ片割 月の 影 もささず、 下に 向えば 真の 

暗黒。 男が、 足 を 踏み はずし、 壇 を 転がり 落ち まし 

かたわ いきがい 

て、 不具に などな りまして は、 生 効 もない と 存じ ま 

す。 上 を 見れば 五重の ここよ リ、 幽 にお 燈 がさし 

とが 

ました。 お咎め を もって 生命 をめ さりょう とも、 男 

といたし、 階 子から 落ちて 怪我 をす るより はと 存じ、 

おんい ましめ はばか 

御 戒をも 憚らず 推参いた して ございます。 

にっこり さわ や 

夫人 (莞爾 と 笑む) ああ、 爽 かなお 心、 そして、 貴 

いさま あかり つ 

方 はお 勇し い。 燈を 点けて 上げましょう ね。 (座 

を 寄す。 ) 



図書 いや、 お 手ず から は 恐 多い。 私 が。 

ともし ぴ 

夫人 いえいえ、 この 燈 は、 明星、 北斗星、 竜の 燈、 

ろうそく つ 

玉の 光 もお なじ こと、 お前の 手で は、 蠟燭に は 点き 

ません。 

図書 はは ッ。 (瞳 を 凝す。) 

まん まり ヒレ.^ 、■ 

夫人、 世話め かしく、 雪洞の 蠟を 抜き、 短 檠の灯 

しょく じつ おもて み 

を 移す。 燭を とって、 熟と 図書の 面を視 る、 

うっとり 

恍惚と す。 

夫人 (蠟燭 を 手に したる まま) 帰した く なくなった、 

もう 帰すまい と 私 は 思う。 

図書 ええ。 



は、 貴方ではありません。 あれ は 私が 取りました。 

図書 や あ、 貴方が。 

夫人 まことに。 

図書 ええ、 お 怨み 申 上ぐ る。 (刀に 手を掛 く。) 

夫人 鷹 は 第一、 誰の もの だと 思います。 鷹に は 鷹の 

世界が ある。 露霜の 清い 林、 朝 嵐 夕風の 爽 かな 空が 

あります。 決して 人間の 持ち ものではありません。 

諸侯なん どと いう ものが、 思 上った 行 過ぎな、 あの、 

鷹 を、 ただ 一 人 じめ に 自分の ものと、 つけ 上リ がし 

ています。 貴方 はそう は 思いません か。 

図書 (沈思す、 間) 美しく、 気高い、 そして 計り 知 



つば かり 悩乱 をいた します。 が、 決心が 出来ません。 

私 は 親に も 聞きた し、 師 にも 教えられ たし、 書 も 

いとま 

つに も 聞かねば なりません。 お 暇 を 申 上げます。 

夫人 (歎息す) ああ、 まだ 貴方 は、 世の中に 未練が 

ある。 それで はお 帰りなさい まし。 (この 時 蠟燭を 

雪洞に) はい。 

まよ い 

図書 途方に 暮れつつ 参ります。 迷の 多い 人間 を、 

あわれと ばかり 思 召せ。 

夫人 ああ、 優しい そのお 言葉で、 なお 帰した くな く 

たもと 

なった。 (抉 を 取る。) 

き つ 

図書 (屹 として 袖 を 払う) 強いて、 たって、 お帰し 



てむか い 

なくば、 お 抵抗 をいた します。 

夫人 (微笑み) あの 私に。 

図書 おんでも ない 事。 

夫人 まあ、 お勇まし い、 凜々 しい。 あの、 獅子に 似 

た 若い お 方、 お 名が 聞きたい。 

図書 夢の ような 仰せ なれば、 名の ありな しも 覚え ま 

せぬ が、 姫 川 図書 之 助と 申します。 

夫人 可 懐い、 嬉しい お 名、 忘れません。 

した ゆき 

図書 以後、 お 天守 下の 往 かいに は、 誓って 礼拝 をい 

たします。 —— 御免。 (衝と 立つ。) 

夫人 ああ、 図書 漾、 しばらく。 



しょせんい おきて 

図書 是非 もない、 所詮 活けて はお 帰しない 捉 なの 

でございます か。 

夫人 ほほ ほ、 播磨 守の 家中と は 違います。 ここ は 私 

の 心 一 つ、 捉 なぞ は 何にもない。 

図書 それ を、 お 呼 留め 遊ばした は。 

夫人 おはな むけが あるので ござんす。 —— 人間 は 疑 

ひきょう おくびょう わがまま 

深い。 卑怯な、 臆病な、 我儘な、 殿様な ど はなおの 

事。 貴方が この 五重へ 上って、 この 私 を 認めた こと 

を 誰も ほんとうに はせ ぬであろう。 清い、 爽 かな 貴 

しるし しずか 

方の ために、 記念の 品 を あげましょう。 (静に 以前 

かぶと しるし 

の 兜 を 取る) —— これ を、 その 記念に お持ちなさい 



まし。 

おん 

図書 存じ も 寄らぬ 御た まもの、 姫君に 向い、 御 辞退 

あっぱれ おんかぶ と 

はかえ つて 失礼。 余り 尊い、 天 晴な御 兜。 

うずた か 

夫人 金銀 は堆 けれど、 そんなに いい 細工で はあり 

ません。 しかし、 武 田に は 大切な 道具。 —— 貴方、 

見覚えが あります か。 

うたがい こら 

図書 ( 疑 の 目 を 凝しつつ あり) まさかと は存 ずる 

わたくし 

なり、 私 とても 年に 一 度、 虫 干の 外に は 拝し ませ 

ちょうほう 

ぬが、 よう も 似ました、 お 家の 重宝、 青 竜の 御 兜。 

夫人 まったく、 それに 違いありません。 

がくぜん つまだ 

図書 (愕然とす。 急に) これに こそ 足の 爪立つ ばか 



お いとま 

り、 心 急ぎが いたします、 御 暇 を 申う けます。 

夫人 今度 来る と 帰しません。 

図書 誓って、 仰せまで もありません。 

夫人 さらば。 

はしご 

図書 はつ。 (兜 を 捧げ、 やや 急いで 階 子に 隠る。) 

ほお づ え 

夫人 (ひとりもの 思い、 机に 頰杖 つき、 獅子に もの 

言う) 貴方、 あの方 を —— 私 に 下さい まし。 

薄 (静に 出づ) お前 様。 

夫人 薄 か。 

薄 立派な 方で ございます。 

夫人 今まで、 あの人 を 知らなかった、 目の 及ばな かつ 



た 私 は 恥 かしい よ。 

薄 かねての お望みに 叶うた 方 を、 何でお 帰しなさい 

ました。 

いのち ほし てむかい 

夫人 生命が 欲い。 抵抗 をす ると 云う もの。 

いのち 

薄 御 一所に、 ここにお 置き 遊ばす まで、 何の、 生命 

をお 取り 遊ばす ので は ございま せんのに。 

夫人 あの人た ちの 目から 見る と、 ここに 居る のは活 

きた もので はない の だと 思います。 

) .1 さりよ ラ 

薄 それで は、 貴方の 御 容色と、 そのお 力で、 無理に 

もお 引 留めが 可う ございま すのに。 何の、 抵抗 をし 

ました 処で。 



きりょ-つ 

夫人 いや、 容色 はこ ちらから は 見せたくない。 力で、 

まこと 

人 を 強いる の は、 播磨 守なん ぞの 事、 真の 恋 は、 心 

と 心、 …… (軽く) 薄 や。 

萼 ま。 

夫人 しかし、 そうは 云う ものの、 白 鷹 を 据えた、 

たかじょう 

鷹匠 だと 申す よ。 —— 縁 だね え。 

薄 きっと 御 縁が.) ，- ざり ますよ。 

夫人 私 もどう やら、 そう 思うよ。 

薄 奥様、 いくら 貴女のお 言葉で も、 これ はちと 痛 入 

りました。 

夫人 私 も 痛 入りました。 



薄 これ はまた 御 挨拶で ござります あれ、 何やら、 

御 天守 下が 騒がしい。 (立って 欄干に 出づ、 遥に下 

のぞきこ 

を視 込む) …… まあ、 御覧なさい まし。 

夫人 (座の まま) 何 だえ。 

薄 武士が 大勢で、 篝を 焚いて おります。 ああ、 武田 

しょうぎ かか 

播磨守 殿、 御 出張、 床几に 掛 つてお 控え だ。 おぬ る 

くて、 のろい 癖に、 もの 見 高な、 せっかちで、 お 天 

おしだ 

守 見届けの お使いの 帰る の を 待 兼ねて、 推 出した の 

で ござります。 もしえ もしえ、 図書 様のお 姿が 小さ 

まんなか 

く 見えます。 奥様、 おたまじゃくしの 真中 で、 

ごもん つき こうぼね 

御紋 着の 御 紋も河 骨、 すっきり 花が 咲いた ような、 



夫人 秀吉 時分から、 見馴れて いながら、 何 だね え、 

騒々 しい。 

薄 騒がずに はいられません。 多勢に 一人、 あら 切 抜 

けた、 図書 様が お 天守に 遁 込みました。 追 掛けます 

よ。 槍まで 持 出した。 (欄干 をす るする と) 図書 様が、 

かけあが 

二重へ 龃 上って おいでな さいます。 大勢が 追 詰めて。 

夫人 (片膝 立つ) 可し、 お手伝い 申せ。 

せわ はしご 

薄 お 腰元 衆、 お 腰元 衆。 —— (呼びつつ 忙しく 階 子 

を下リ 行く。) 

みおろ 

夫人、 片手 を 掛けつつ 几帳 越に 階 子の 方を瞰 下す。 

—— や、 や、 や、 —— 激しき 人声、 もの 音、 足蹈。 



る 

図書、 もと どり を 放ち、 衣服に 血 を 浴ぶ。 刀 を 振つ 

き つ 

て 階 子の 口に、 一 度 屹と下 を 見込む。 肩に 波打ち、 

は つ と 息して 樘 となる。 

夫人 図書 様。 

よろよろ い き 

図書 (心 づき、 蹌踉 と、 且つ 呼吸せ いて 急いで 寄る) 

姫君、 お 言葉 を も 顧みず、 三度の 推参 をお 許し 下さ 

わたくし むほん にん 

い。 私 を賊 …… 賊 …… 謀 逆 人、 逆賊と 申して。 

夫人 よく 存じて ぉリ ますよ。 昨日 今日、 今まで も、 

お 互に 友と 呼んだ 人た ちが、 いかに 殿の 仰せと て、 

手の 裏 を 反すよう に、 ようま あ、 あなたに 刃 を 向け 



ま ^u/ 

みじん 

図書 はい、 微塵 も 知らない 罪の ために、 人間 同志に 

あきら 

殺されまして は、 おなじ 人間、 断念め られ ない。 

あなた かか ご きんぜ い 

貴女のお 手に 掛 ります。 —— 御 禁制 を 破りました、 

すみやか 

御 約束 を 背きました、 その 罪に 伏します。 速 に 

生命 をお 取り 下されたい。 

さむらい なかま 

夫人 ええ、 武士た ちの 夥 間なら ば、 貴方のお 生命 を 

取りましょう。 私と 一所に は、 いつまでもお 活 きな 

さい まし。 

せ なさけ 

図書 (急きつつ) お 情 余る、 お 言葉ながら、 活 きょ 

やつばら 

うとて、 討 手の 奴 儕、 決して 活かして おきません。 



早くお 手に 掛け 下さい まし。 貴女に 生命 を 取ら るれ 

ば、 もうこの 上の ない 本望、 彼等に 討た るるの は 

くちおし いのち 

ロ惜 い。 (夫人の 膝に 手を掛 く) さ、 生命 を、 生命 を 

うち 

—— こう 云う 中に も 取 詰めて 参ります。 

夫人 いいえ、 ここまで は 来ますまい。 

図書 五重の、 その 壇、 その 階 子 を、 鼠の ごとく、 上 

りつ 下りつ いたしお る。 …… かねての 風説、 鬼神よ 

リ、 魔よりも、 ここ を 恐し と 存じて おる ゆえ、 いさ 

さか 躊躇 はいたし ますが、 既に、 私 の、 かく 参つ 

た を、 認めて おります。 こう 云う 中に も、 たった今 _ 

さき 

夫人 ああ、 それ もそう、 何より 前に、 貴方 をお かく 



ま 3 

まい 申して おこう。 (獅子頭 を 取る、 母 衣 を 開いて、 

図書の 上に 蔽 いながら) この 中へ .：：• この 中へ —— - 

図書 や、 金城鉄壁。 

夫人 いいえ、 柔ぃ。 

おおせ 

図書 仰 の 通り、 真綿よりも。 

夫人 そして、 確かり、 私に おつかまりなさい まし。 

面 童 曰 iA^ 1 穆ダ 

夫人の 背より その 袖に 鎚る。 鎚る、 と 見えて、 

身体 その 母 衣の 裾なる 方に かくる。 獅子頭 を 捧げ 

おもて 

つつ、 夫人の 面、 なお 母 衣の 外に 見 ゆ。 

討 手 どやどやと 乃 込み、 と 見て わつ と 一度 退く 時、 



夫人 も 母 衣に 隠る。 ただ 一 頭 青 面の 獅子 猛然と し 

て 舞台に あり。 

しゅ リ くへ い ぬきみ ゃリ 

討 手。 小 田 原 修理、 山 隅 九 平、 その他。 抜 身の 槍、 

刀。 中には 仰山に 小 具足 をつ けたる も あり。 大勢。 

ぼん ぼリ あや すご 

九 平 (雪洞 を 寄す) や あ、 怪しく、 凄く、 美しい、 

婦 の 立 姿と 見えた はこれ だ。 

修理 化る わ 化る わ。 御城の 瑞兆、 天人の ごとき 鶴 

を 御覧あって、 殿様、 鷹 を 合せた まえば、 鷹 は それ 

て 破 蓑を投 落す、 ：：： 言語道断。 

九 平 他に ない、 姫 川 図書め、 死 ものぐるいに、 確に 

それなる 獅子 母 衣に 潜った に 相違な し。 や あ、 上意 



九 平 心得た、 槍 をつ けろ。 

へ きえき 

討 手、 槍に て 立ち かかる。 獅子 狂う。 討 手 辟易す _ 

たち 力 力 

修理、 九 平等、 抜 連れ 抜 連れ 一 同立掛 る。 獅子 狂 

う。 また 辟易す。 

修理 木彫に も 精が ある。 活 きた 獣 も 同じ 事 だ。 目 を 

ねら 

狙え、 目 を 狙え。 

ひとたち きずつ 

九 平、 修理、 力 を 合せて、 一 刀ず つ 目 を 傷く、 獅 

子 伏す。 討 手 その 頭 をお さう。 

ほ ろ はねの ふる ののし 

図書 (母 衣 を 撥 退け 刀 を 揮って 出づ。 口々 に 罵る 

ひと 

討 手と、 一 刀 合すと 斉しく) ああ、 目が 見えない。 

(押 倒され、 取って 伏せら る) 無念。 



夫人 (獅子の 頭 を あげつつ、 すっくと 立つ。 黒髪 乱 

おもてす ご 

れて面 凄し。 手に 以前の 生首の、 もと どり を 取つ 

て提 ぐ) 誰の 首 だ、 お前た ち、 目の ある もの は、 よつ 

く 見よ。 (どつ しと 投 ぐ。) 

—— 討 手 ゎッと 退き、 修理、 恐る恐る これ を 拾う。 

なむさん ほう 

修理 南無 三宝。 

みしる し 

九 平 殿様の 首 だ。 播磨守 様 御 首 だ。 

修理 一 大事と も 言いよう なし。 御 同役、 お 互に 首 は 

あるか。 

おそろし 

九 平 可 恐い 魔 もの だ。 うかう かして、 こんな 処に居 

べきで ない。 



討 手 一同、 立つ 足 もな く、 生首 を かこいつつ、 乱 

れて 退く。 

図書 姫君、 どこに おいでな さいます。 姫君。 

しょうぜん 

夫人、 悄然と して、 立ち たるま ま、 もの 言わず。 

図書 (あわれに 寂しく 手探り) 姫君、 どこに おいで 

なさい ます。 私 は 目が 見え なくなりました。 姫君 _ 

夫人 (忍び泣きに 泣く) 貴方、 私 も 目が 見えな くな 

リ ました。 

図書 ええ。 

こしもと あか リ 

夫人 侍女た ち、 侍女た ち。 —— せめて は燈を —— 

皆、 盲目に なりました。 誰も 目が 見えません 



ので ございます。 —— (口々 に 一 同 はっと 泣く 声、 

力なた 

壁の 彼方に 聞 ゆ。) 

くずお 

夫人 (獅子頭と ともに ハタと 崩 折る) 獅子が 両眼 を 

しょ-つりよう 

傷つ けられました。 この 精霊で 活 きました もの は、 

一 人 も 見え なくなりました。 図書 様、 …… どこに。 

図書 姫君、 どこに。 

さぐり 寄りつつ、 やがて 手 を 触れ、 はっと 泣き、 

相 抱く。 

夫人 何と 申そう よう もない。 貴方お 覚悟 をなさい ま 

し。 今 持たせて やった 首 も、 天守 を 出れば 消え ま 

しょう。 討 手 は 直ぐに 引返して 参ります。 私 一人 は、 



図書 や あ、 何のた めに 貴女が、 美しい 姫の、 この 世 

にながら えてお わす を 土産に、 冥土へ 行く ので ござ 

レます 

夫人 いいえ、 私 も 本望で ございます、 貴方のお 手に 

力 力る の 力 

図書 真実のお 声 か、 姫君。 

夫人 ええ 何の。 —— そう おっしゃる、 お 顔が 見たい、 

ちとせ ももと せ 

ただ 一 目。 …… 千歳 百 歳に ただ 一度、 たった 一度の 

恋 だのに。 

図書 ああ、 私 も、 もう 一 目、 あの、 気高い、 美し 

いお 顔が 見たい。 (相鎚る。) 



夫人 前世 も 後世 も 要らない が、 せめて こうして 居と 

う) J ざん す。 

図書 や、 天守 下で 叫んで いる。 

きつ くや いつ とき ひま 

夫人 (屹 となる) 口惜しい、 もう、 せめて 一時 隙が 

あれば、 夜叉 ケ 池のお 雪 様、 遠い 猪 苗代の 妹分に、 

手伝 を 頼もう もの を。 

図書 覚悟 をし ました。 姫君、 私 を。 …… 

夫人 私 は 貴方に 未練が ある。 いいえ、 助けたい 未練 

が ある。 

やつ ほふ 

図書 猶予 をす ると 討 手の 奴、 人間な かまに 屠られ ま 

す、 貴女が 手に 掛けて 下さらず ば、 自分、 我が 手で。 



—— ( 一 刀 を 取 直す。) 

夫人 切腹 はいけ ません。 ああ、 是非 もない。 それで 

ごか いしゃく かみき 

は 私が 御 介錯、 舌を嚙 切って あげましょう。 それと 

きも 

一所に、 胆の たばね を —— この 私の 胸 を 一思いに。 

図書 せめて その、 もの を おっしゃる、 貴方の、 ほの 

くちもと 

かな、 口許 だけ も、 見えたら ばな。 

ま つげ 

夫人 貴方の 睫毛 一筋な りと。 (声を立てて ともに 泣 

く。) 

奥なる 柱の 中に、 大音 ぁリ。 —— 

—— 待て、 泣くな 泣くな。 —— 

おうみの じょうと うろく む そ 

工人、 近 江 之丞桃 六、 六十 じば かりの 柔和なる 老 



ずきん たヅ つけ あらわ 

人。 頭巾、 裁 着、 火 打 袋 を 腰に、 扇 を 使うて 顕る。 

桃 六 美しい 人た ち 泣くな。 (つかつかと 寄って 獅子 

の 頭 を 撫で) まず、 目 を あけて 進ぜよう。 

ちょう のみ まなこ あ 

火 打 袋より 一 挺の 鑿 を 抜き、 双の 獅子の 眼 に 当つ。 

_ 夫人、 図書と ともに、 あっと 云う 

桃 六 どう だ、 の、 それ、 見えよう。 はは はは、 ちゃ 

んと 開いた。 嬉しそうに 開いた。 おお、 もう 笑う か。 

誰が よ 誰が よ、 あつ はつ はつ。 

じいさん 

夫人 お 爺 様。 

図書 御 老人、 あなた は。 

くし ぼたん 

桃 六 されば、 誰かの 櫛に 牡丹 も 刻めば、 この 獅子頭 



たん は ようじけ ずリ 

も 彫った、 近 江 之丞桃 六と 云う、 丹 波の 国の 楊枝 削 

よ。 

夫人 まあ、 (図書と 身 を 寄せた る 姿 を心づ ぐ) こんな 

姿 を、 恥 かしい。 

まろ かつ おお 

図書 も、 ともに 母 衣 を 被ぎ て 姿を蔽 う。 

きま 

桃 六 むむ、 見える、 恥し そうに 見える、 極り の 悪 そ 

うに 見える、 が やっぱり 嬉しそうに 見える、 は つ はつ 

むつ ま 

はつ はつ。 睦 じいな、 若い もの。 (石 を 切って、 ほ 

きせる よこぐ わ たばこ 

くち を のぞませ、 煙管 を 横 銜えに 煙草 を、 すば すば) 

気苦労の 挙句 は 休め、 安らかに 一 寝入 さっせえ。 そ 

のうちに、 も そっと、 その上に も 清 い 目に して 進ぜ 



よう。 

のみ 

鑿 を 試む。 月影 さす。 

そり や 光が さす、 月の 光 あれ、 眼 玉。 (鑿 を 試み、 小 

とき 

耳 を 傾け、 鬨の ごとく 叫ぶ 天守 下の 声 を 聞く) 

いくさ ちょう なでしこ ききょう 

世 は 戦 でも、 胡蝶が 舞う、 撫子 も 桔梗 も 咲く ぞ。 I 

I 馬鹿め が。 (呵々 と 笑う) ここに 獅子が いる。 お 

まつ リ 

祭礼 だと 思って 騒げ。 (鑿 を 当てつつ) 槍、 刀、 弓矢、 

やつら 

鉄砲、 城の 奴等。 

—— 幕 —— 

大正 六 二 九 一七) 年 九月 
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